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開発セミナー
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高速・高機能アプリの可能性をもち、業務アプリに適していると言われるBREW。

しかし、Javaアプリと比べ公開情報が少ないこと、独自の開発環境・処理手順への理解が必要なことから、BREW未経験者が独

学で開発を始めるには難しい面がありました。本セミナーは、BREW未経験者が業務アプリ開発における実践的な開発スキルを

習得することを目標とし、以下の特長を持っています。
 

■米国クアルコム社から認定を受けた、BREW認定トレーナーが講習を行います。 

■事前学習資料により、C言語未経験者に対応しています。 

■業務アプリにおける、BREWの優位点について詳細な解説をします。 

■業務アプリに適した、画面遷移・メモリ利用の実装について実習します。 

■業務アプリ開発における、考慮点の説明、開発支援ツールのデモを行います。 

■業務アプリのひな型となる、サンプルアプリを紹介します。 

詳細は下記URLをご参照ください

BREW業務アプリ開発セミナー
概要コース（1日間）　45,000円（税込）　*(注1）
実習コース（２日間）　95,000円（税込）　*(注1,注2）

内容

概要（1日目）10:00-17:00

１）BREW概要

　・業務アプリにおけるBREWの優位点

　・BREWのアーキテクチャ

２）開発環境の使い方

　・PCでの開発環境

　・実機（携帯電話）での開発環境*(注4）

　・技術情報ドキュメント

３）BREWの処理手順

　・処理の流れ

　・C言語標準との違い

　・BREW特有の考慮点

実習（2日目・3日目）10:00-17:00

１） BREW基本プログラミング実習

　・業務アプリのプログラムスタイル

　・入力フォーム、ファイル読み書き、HTTP通信

　・通信モニタ、デバック

２）業務アプリ開発の考慮点

　・稼働インフラ、開発環境の選択

　・設計、実装、運用上の考慮点

　・開発支援ツールの紹介

３）サンプルアプリ紹介

　・営業報告アプリの処理説明

　・機能拡張

(*注1）概要コースと実習コースは、連続した3日間で行います。概要コース・実習コースの同時受講をお奨めします。
(*注2）実習コースのみ受講の場合は、BREW SDK・Visual Studio・BREW関連ドキュメントを使いこなせることを前提とします。
(*注3）BREWはC言語を使用します。本セミナーに最低限必要なC言語の説明資料を事前配布いたしますので、他言語経験者は受講日までに
学習をお願いします。(*注4）携帯電話上でのBREWアプリ稼働は、講師によるデモのみで実習は行いません。
(*注5) 上記内容は予告なく変更することがあります。(*注6) 最低開催人数に満たない場合、受付後であっても中止することがあります。 

開催場所　　　タイム24ビル アカデミールーム(東京都江東区青海２－４５　新交通「ゆりかもめ」テレコムセンター駅下車2分）　　     　

受講条件　　　業務アプリのプログラミング経験（C言語の経験があることが望ましい *注3）


